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Part 1 

書麹
膜著
分?
豊信
術の
盟食
込!:;' CI 

2E 
催事

習
ZI 

品
質
や
安
全
性
の
向
上
か
ら
機
能
性
を
高
め

た
新
商
品
の
開
発
ま
で
、
食
品
加
工
に
お
い
て

幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
膜
技
術
。
食
品
膜
・

分
離
技
術
研
究
会

(
M
R
C
一
渡
辺
敦
夫
会
長
)

主
催
の
「
M
R
C第
9
回
初
級
者
の
た
め
の
食

品
膜
技
術
講
習
会
」
が

1
月
四
j
四
日
、
(
一
財
)

日
本
食
品
分
析
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
食
品

メ
ー
カ
ー
や
膜

・
化
学
製
品
・
ろ
紙
メ
ー
カ
ー

な
ど

9
人
が
参
加
し
た
。

講
習
は
、
食
品
の
加
工
技
術
と
膜
関
連
科
学

の
基
礎
、
膜
技
術
の
基
礎
、
濃
度
分
極
、
膜
装

置
の
組
み
方
と
運
転
デ
ー
タ
の
取
り
方
、
膜

モ
ジ
ュ
ー
ル
の
特
性
、
フ
ァ
ウ
リ
ン
グ
層
の
基

礎
的
性
質
、
膜
技
術
の
応
用
例
な
ど
充
実
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
講
師
は
、
東
京
農
工
大
学
参
与

研
究
員
・
日
本
膜
学
会
名
誉
会
員
・
元
新
潟
大

学
大
学
院
教
授
の
渡
辺
会
長
、
洗
浄
に
つ
い

て
は
元
エ
コ
ラ
ボ
鮒

の
田
辺
忠
裕
幹
事
が

務
め
た
。
質
疑
応
答

は
田
村
吉
隆
副
会
長

(
森
永
乳
業
側
)
ら
も

参
加
し
て
質
問
が
な

く
な
る
ま
で
十
分
時

聞
を
割
き
、
仕
事
上

の
疑
問
点
を
解
消
し

て
も
ら
う
と
と
も
に
、

情
報
交
換
の
た
め
懇

談
・
交
流
す
る
時
間

も
設
け
た
。

渡
辺
会
長
は

「食
品
加
工
の
原
点
は
分
離
技

術
と
言
っ

て
も
過
言
で
な
い
。
分
離
技
術
に
は

膜
以
外
に
も
、
ろ
過
、
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ

l
、

遠
心
分
離
・
抽
出
・
濃
縮
・
乾
燥
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
技
術
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
て
利
用
し
、
消
費
者
ニ

l
ズ
に
応
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
た
。

受
講
者
か
ら
は

「実
務
を
す
る
上
で
理
論
を

理
解
し
て
い
る
と
ト
ラ
ブ
ル
時
や
改
善
に
役
立

つ
」
「
食
品
産
業
で
の
応
用
例
を
知
り
、
自
社

で
膜
の
使
用
方
法
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な

っ

た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

M
R
C
は
1
9
8
9年
の
設
立
以
来
、
食
品

膜

・
分
離
技
術
の
研
究
や
発
展
に
役
立
つ
情
報

の
提
供
、
食
品
技
術
者
の
育
成
な
ど
に
取
り
組

ん
で
お
り
、

8
月
に
は
中
級
・
上
級
者
向
け
の

講
習
会
も
実
施
し
て
い
る
。

(上)渡辺敦夫会長

(下)2日間にわたり食品膜技術の基礎を学んだ


